
2013年度の乳用牛群能力検定成績によると濃厚飼料給与量の

全国平均は過去最高となった。濃厚飼料は産乳に直結することが

知られているが、生産病の発症、供周期間の短縮などリスクも

多い。今月は濃厚飼料給与と乳牛生理の関係、経営面から見た給

与の在り方、地域事例を取り上げ濃厚飼料多給からの改善方法を

探ってみる。

維持・産乳に必要な要求量を
しっかり摂取させる

粗飼料成分、飼養環境、8'.CSを意識した管理｜が重要

帯広畜産大学畜産フィールド科学センター講師川島 千帆

濃厚飼料給与が乳牛の生理にどのような影響を与えるか、その仕組みなどを解説する。

取り込み増殖する。増殖した微生物の一部

はルーメンで飼料の分解を繰り返し、 一部

は餌と共に小腸へ流れ分解されてアミノ酸

として吸収される。

給与増え飼料効果は徐々に低下

過去数十年の問、乳牛1頭当たりの乳量

は育種改良や飼養管理技術の発展に伴い、

飛躍的に増加している。1975年には都府

県で5,715kg、北海道で5,900kgだった

305日乳量は、 2013年には都府県で

9,452kg、北海道で9,383kgとなり3,500kg

も増えている（図1）。それに伴い乳牛の体

も大きくなっているが、増えた乳量を賄え

るほどの餌を摂取できるほどではない。従

って、 高泌乳に見合ったエネルギーを濃厚

飼料で補うことになる。

現在の濃厚飼料給与量は、都府県では3.8

t／頭、北海道では3.3t／頭であり、そ

れぞれ1975年の1.4倍、2.5倍にもなって

し、る（図 1)。この濃厚飼料増加分が乳量増

加に見合っていれば問題はない。そこで注

目すべきは飼料効果である。飼料効果とは

濃厚飼料1kgに対する乳量であり、総乳量

を総濃厚飼料給与量で、割った値である。都

府県では大きな変動はないが2.5と常に低

く、北海道では75年の4.9から2013年の

2.8まで徐々に低下している（図 1）。

これらのデータが示すことは、都府県で

は乳量は濃厚飼料給与量の増加により増え

ているが、 濃厚飼料1kg当たりの産乳量は

以前より低く、 濃厚飼料給与による乳生産

の効率が悪いこと、 一方、北海道でも濃厚

飼料給与により乳量は増加したが、 濃厚飼

料給与による乳生産の効率が年々低下して

いることである。いずれにしても、 全国的

に乳生産量に対して濃厚飼料給与量が過剰

になっていることは明らかである。

濃厚飼料の過剰がさまざまな疾病を引き

起こすことや受胎率を低下させるという情

報はたくさんある。この「濃厚飼料過剰Jが

示しているのは、ルーメン内微生物に供給

する窒素と炭水化物のバランスが悪くなる

ということである。牛を含めた反すう動物

は人間のような単胃動物と異なり、ルーメ

ンの中の微生物の力で単胃動物では栄養に

ならない成分を栄養にすることができる。

そのため、栄養成分は牛に対する栄養と微

生物に対する栄養という両面から考えなけ

ればならない。

では濃厚飼料が過剰になるとどのような

仕組みで問題が生じるのか、図2にその模

式図を示した。通常のバランスの良い餌を

摂取した場合は、糖・でん粉のような非繊

維性炭水化物と繊維の分解によか微生物

のエネルギーがつくられる。そして、その

エネルギーを基に飼料中の分解性タンパク

質を分解することで得られるアンモニアを

一方、 濃厚飼料が過剰に給与されると揮

発性脂肪酸（VFA）のうちのプロピオン酸が

多くつくられるためルーメン内のpHが低

下する。pHが低下すると繊維を分解する

微生物の活動が弱まり、プロピオン酸や乳

酸の生成がさらに促進される。そして、さ

らにpHが下がり微生物は死滅する。この

際に微生物から毒素が放出され、一定量を

超えるとルーメン壁から血流に乗り、 毒素

がもとで炎症物質がつくられて蹄病などを

発生する。このような状態では乳量が見込

めすて 受胎できないことは容易に想像できる。

前述したように、 濃厚飼料過剰は乳牛に

とって良い結果を生まないことは明白であ

る。しかし濃厚飼料をやらない方が良いの

かというと、今の乳牛に濃厚飼料を給与し

なければ逆に代謝ストレスを生むことが分

かつてきている。その理由は育種改良によ

り泌乳しやすい体質になっているためであ

る。濃厚飼料を与えないことがどの程度問

題となるのか、 筆者の共同研究先であるス

イスのベルン大学のグループが、昨年のア

メリカ酪農畜産学会で発表した研究成果の

一部を紹介したい。

スイスの酪農といえば、アルプス山脈に

図1 都府県と北海道における1975年から2013年までの1頭当たりの305日乳量と濃厚飼料給与量、飼料効果の推移（（一社）家畜改良事業団HPから）
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技術万一奴

図2 バランスの良い簡を摂取した場合と濃厚飼料を過剰摂取した場合の
ルーメン内微生物の状況

［バランスの良い餌を摂取した場合1 ~~ ［濃厚飼料を過剰摂取した場合］
ルーメンアシドーシスを発生！

遊離脂肪酸濃度は、足りない分

のエネルギーを、牛自身の体脂

肪で、補っていることを示してい

る。この体脂肪は効率良く使わ

れれば問題ないのだが、 一度に

多くの体脂肪が肝臓に運ばれる

と肝臓に沈着され脂肪肝となり

肝臓の働きを抑制し、また体脂

肪からエネルギーをつくる過程

でケトン体が大量につくられる

とケトーシスになる場合 もあ

る。今回の実験ではこのケトン

体も多くなったことが確認された。

それらから、現在の乳牛に濃厚飼料は不

可欠である。では濃厚飼料の適正量とはど

のくらいか？ それは飼料計算ソフトを用い

れば体重から維持に必要な要求量、乳量か

ら産乳に必要な要求量を出すことができる。

しかし最も大事なのは、その要求量をしっ

かり摂取させることである。乳牛の採食は組

飼料の成分、形状や質だけでなく気温など

の環境にも左右されるため、常に糞便状況

や採食行動、太り具合（ボディーコンデイ

ションスコア：BCS）などを観察しながら、食

わせることを意識した管理が重要である。

固まれた山岳地帯で、放牧飼養している光

景を想像されるだろう。実際に放牧草や牧草

由来の組飼料（乾草やサイレージ）から主な

エネルギーや栄養素を摂取させ、濃厚飼料

は最小限に減らした飼養方法が一般的であ

る。しかし一方で、日本と同様に過去数十年

間にわたり高泌乳を追求した育種改良が行

われてきたとしづ。その日本と変わりない泌

乳能力を持った乳牛（ホルスタイン種）に濃厚

飼料を給与しなかった場合はどうなるのか？

実験は分娩から分娩後8週固まで行わ

れ、放牧飼養した乳牛の半数には乳量に見

合った濃厚飼料を給与し、残りの半数には

全く濃厚飼料を給与せず、その聞の乳量や

体重、血液成分を解析した。この結果を図

3に示した。一般的な飼育方法と同様に濃

厚飼料を給与されていた乳牛に比べて、濃

厚飼料を給与されなかった乳牛は、日乳量

が約8kg少なくなった。そして乳量が少な

いにもかかわらず、濃厚飼料を給与されな

し、牛は体重がどんどん減少した。この期間、

血液中の成分がどのように変化していたか

というと、エネルギーの状態、の指標で、ある

血糖値は濃厚飼料を給与されていない牛で

低く、低い乳量でも餌からのエネルギーで、

は足りないことが分かる。そして高い血中
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(2014年アメリカ酪農畜産学会 Zbibdenら）

J初雇！

．放牧で他の牛とあまり変わらない乳量

．濃厚飼料の量を削減できた

・初産後の受胎が良く分娩間隔が短縮

．アウトクロスとして利用

－足腰がしっかりして、体高は少し低め
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一調

「舎飼の牛群の一割に LI仁種雄牛を利

用。3産自の平均乳量 9600L，分娩間

隔は他の牛に比べて2週間短い384自

に。」 GREENto GOLD VOLUME 9 NUMBER 1 

「既存の牛に比べて受胎率が非常に高

い。粗飼料を良く食べるので、他の飼

料を減らし放牧草の割合を 60%から

80%に高める予定。市場でも LI仁娘牛

は需要が高い。」
GREEN to GOLD VOLUME 7, NUMBER 1 

「体のサイズが中程度で扱いやすい。

肢蹄や繁殖の問題も少なく、維持のた

めの飼料も少なくて済む。とういう牛の

方が飼料効率が高く長持ちして、儲か

る牛だと考えている。」
GREEN to GOLD VOLUME 6, NUMBER 2 

放牧資材・機械は「高収益型畜産体制構築事業（畜産クラスター）」、

「飼料増産総合対策事業」の対象となる場合があります。

デザインや設計段階からお気軽にご相談ください。

川：u!::i、ミヤキ株式会井一面…
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